
不死鳥の飛翔を願って

伴 義 孝

〔１〕転換期に思う

私が朧督になったのは'1岬'148年度よりであるが、その後の部活動を概括するには、堀江前朧督の範
UHと重腹するかもしれないが、少々さかのぼる必要がある。それはこのlllf代と期を異にして新らしい
指導方針を立てなければならなかった背景を私なりに受けとめたことについてご理解とご批判を仰ぎ
たいからである。

敬 意

私は、昭和43年関西大学に体育教員として就職すると同時に関西大学レスリング部のコーチの一員
となることをおおせつかった。当時は、昭和39年の春季リーク､戦（故村･山栄治主将の時）以来、西口
本学生レスリンク．・リーグ戦において８連勝を続けて記録を更に延ばそうと鋭気の帳ぎっていた時で
ある。しかし、リーク､戦に限って云えば連勝を続けてゆくにはかなりの苦戦が予想されていた。日本
協会の協会誌に当時の西日本学生レスリング連W会長・松井清氏がそのことを次のように講評してい
る。

・・…･戦前の予想では、個人個人を見た｣"合は昨年度とほとんど同メンバーの近大かと思われましたが、チームと
してみた場合は、ま匂豐第１に関学の優勝で、あるいは組合せの都合では同大と思っていたが、一番実力に劣る関大
が優勝したことは、自力以上の力を発揮し、やはり伝統の賜物としか思われない……。

それにもかかわらず、朧仔と選手の蒋闘ならびにOB諸氏の支援で９連勝をものにした。秋には余
勢を駆って1０連勝を飾ったのである。
昭和44年は数名のポイントゲッターを卒業させ更に戦力低下を来たしたのである。が、この年も慌

督と選手の奮闘ならびにOBの諸氏の支援で春秋を勝ちぬき1２連勝を達成した。同じく松井清氏によ
れば、春は次のような戦力状態であった。

…..本年一人の卒業者もなく、昨年と'1リメンパーの近畿大学、ほとんど無傷の関西学院大学の両優勝候補に、
きかえて多数のポイントケッターの卒業にて、戦力低-ﾄの、おそらく、だれが見ても、優勝の要素のない、５，
位が順当の関西大学が１l連勝を遂げたことは伝統と、気力と、チームワークで勝ち抜いたとしか考えられず…．

引
６

こうして秋も勝って12連ll勝となった。この１２連勝は、関凹大学レスリンク・部のリーグ戦連勝記録の
３大記録（昭和29年秋からlli{和31年秋迄の５連勝、昭和35年春からl蹄|137年春迄の５連勝、それにこ
の12連勝）のひとつであり、通算27回目の一部リーグ優勝の記録である。

さて、こうした記録は部員の自覚なしにして成りえない。またOBの情熱と支援がさらに彼等を発
奮させたことは云うまでもない。
現在の聴督の立場から、絶大の敬意を、そのFllj年の当事者ならびにこれらの全ての記録に携わった

諸氏に表したい。
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大 学 紛 争
II<｛和43年頃より東京方面の大学に端を発し、全国的に大学紛争が激化し、大学スポーツもそのｶﾙ中

に巻き込まれるようになった。このことはかならず関ﾘﾘ地方にも近々波及するであろうと易すぐ予想
できた。
関東学生レスリング連盟では、その春のリーク､戦は圧倒的優勢で日本大学が優勝している。秋の王

座決定戦に向って努力を統けていた時、大学紛争に巻き込まれてしまった。このことは当時、大学関
係のレスリング指導者の間で色々興味深く我身と照らしあわせて話題とされたものである。当時の日
本大学レスリング部部員は「学閑紛争とレスリンク・部」と題して次の一文を寄せている。

。“…43年６月４日われわれの努力が、功をそうし、．…”'|'||膳“･･…われわれの完全優勝に終った。･･･…中略……心
は、そのまま王座優勝にかたむいた。・…･中略…･･しかし６月１６日、突然、経済学部にストライキが起った。数日
後、学園は、次々と彼らによって封鎖されていった。もちろん本部も占傾された。「本部の地下.／」われわれはが
く然とした。そこには、われわれの汗が深くしみ込んだマットがあった。練習は、やむなく中II:された。われわれ
に不安の日々が続く。……'Ｉｉ略……仮の道場を借りた。しかし、そこでの練習はごく短かいものだった。マットを
fjiり受ける資金が続かなかったのだ。111:び道助を捜すはめになった。．…･･中略．．･･･落ちつかない日々が続いた。．…
!|'|略…“･練褐に身が入らない。『やはり、ここではタ・メなのか？』幹部の胸には、いちまつの不安が生じた。・・”･・

この一文を読んで、近々こうなるとすでに関係者は想像できたのである。この大学紛争は１年遅れ
て関西大学にも波及した。昭和44年６月20I1,「ヘルメットにゲバ棒、覆面で武装した全共闘に偶す
る諸君が他の大学の学生と共に、突然、大学本部のある関大会館に乱入、これを占領」し、会鮪の破
壊をはじめたのである。この時のケパ学生の要求のひとつに「体育推薦入学」の廃止があり、同時に
「関大右魂体質を打破する」のスローガンのもとに、体育会がそれに加担しているという噂や全共闘

の女学生を体育会が誘拐したという噂等をさかんに一般学生に吹聴したのである。

部 活 動 の 低 迷 化 の 外 因 ‘

この頃の激しかった紛争はそのまま尾をワ|いて数次にｵ)たったのである。その間大学の機動隊励入
によるロックアウトが数IJにわたってあり、体育会所l,ujの運動部も練習スケジュールを大|旧に狂わす
ことになった。また、「IIIM日、蝶|1の学内立入禁止、/|後８時から午前８時迄の学内立入禁止事項等
の+,''置がなされ、教育後援会が学生のために'銅牌した合宿所の使用も禁止+,''置がやむなくとられた。
これらは部活動に多大の支障をきたすことになった。
こうした状況が50年１月17ｐに至ってもまだ続いていたのである。すなわち学生の一部が学費値上

げ白紙撤回を要求し、各学舎を封･航し、教室その他萢嬰施設を破l典した。これは学費値上げ反対|州争
のため入試実施の妨害をもくろむものであった。

この長い紛争は、過激派学生の学内ケパ殺人事件、学内での爆発物投下事件等も含み、学生に心の
荒廃と、無気力と、それに相互の不信をもたらした。かなり以前より学生の間では「人間性の疎外の
克服」がテーマとして取りあげられていたことを思いあわすと何とも皮肉である。このことは必然的
に体育会の各部に影郷をもたらした。部Liの'|'にも||係を見失しなって退部するものが続出した。ま
たその間幾度か迎えた新入生もそうした状況下にあって入部希望者も減少の一途を辿った。
ちなみにI1"l144年に、それ以降の体育椎Ｉ|#入学制度が廃|上されるに至ったが、このilill度による入学
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者もすでに漸減方針を実施しており、この年のこの制度による入学者は全部で66名の枠内ということ
になった。しかし、実際の入学者は入学試験の結果66名を下回っている。こういう状態であったから
新入生の中に自発的な新入部員を見つけることに依存しなければならない。その'|ｷの無気力さの型延
である。新入生の入部もほとんど川待できなかった。

最悪の条件下での努力

先に述べた日本大学も紛争の煽りで43年以降長らく低迷を続けて、やっと昨今往年の日本大学の威
厳をとりもどしつつある。しかし、往時の域には遠くいまだ及ばない。
我レスリング部にあっては、昭和44年、ド11部裕、太田正志、平野泰啓、爪｢l田恵夫の４名が入部し、

しかもその年は１２連勝達成の時でもあったので、彼等は我部の伝統的練習方法を身につけた。が、彼
等４名の前に４回生になる迄立ちふさがったのがこの紛争である。彼等のみならず昭和44年以降の４
回生はリーダ・一としてこの紛争の被害を茨むり頭を痛めたのは勿論である。
昭和47年、主将の和田恵夫は関西大学体育会誌に次のように書いている。

･･･…わが部は、昭和23年にnll設されて以来多くの輝かしい戦雁を残してきました。ローマ・オリンピック７位、
東京オリンピック優勝の市口政光光哉を初め、全米選手権および'１界選手樅に多くの先輩を-ili出し、西日本リーク．
では、通算27回の優勝（内1２シーズン連続優勝〕を成し遂げ今日に至っています。

ところが、ここ２，３年体育会全般に言えることですが、部員の減少に悩まされて、思うように練習ができない
状態です。多くの先稚により築きあげられたこの伝統あるレスリンク．部を立て直し､大きな前進を図る為にはまず、
１.部員を一人でも多く集める。
２．部の体質改善を図る。
3．全員のモラールの向上をIXIる。
など多くの問題をかかえております。これらの問題はどれを取りあげても今日のレスリンク部より切り離せない亜
要な問題です。今、このピンチに立たされたレスリンク部では、部長、辮斗を始め、主将以下部員一同君達のご参
加を仰ぐものであります。

まさに部員雄得に苦労するllｷが始まろうとしていた。
さて、長々と堀江前監督の受け持ち範Ｉ|:|に及んだが、それは斯様な時に'旅督を務められたことに対

する敬意の一端である。
また昭和44年の秋季リーグ戦において、紛争の最も激しい年にあって優勝したことは、朧督とコー

チII'li、それに指導協力のあった諸先飛ならびに当ll寺の現役諸君の1t々ならぬ努力の賜であることを特
筆しないわけにはいかない。特にその当事者であった現役諸君に師､卜を送りたい。

かつ、歯をくいしばって、昭和45年、４６年、４７年度を頑張ってくれた現役諸君にそれ以上の賛辞を
送りたい。同時に、母校に就職して以来身近かにいながら部員減少にひとつの歯止めをすることので
きなかったコーチとしての私の非力を深くｵd詫びしたい。

新しい出発

私が特に昭和47年にこだわるのには次の理由がある。当ll＃の４１'11/ｋは前|||の主将和田、m１l将太田と
|;II部、それに主務の平野の４名である。３１J生には唯一人二部に締をおいていた屋麻戸が仕事と勉強
のあいまにレスリンク・をやりたいということで２回生のIIキより純渦'参加した以外は、昭和45年以米１
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人も入部していない。２回生は３名いたが１名が部を去り、他の２名もその後退部した。ｌ回生は飯
田、岡田、片野、計３名が入部し、久々に新人が入部したというような次第であった。しかも、大学
紛争下にあって、練習の系統性を欠くようなll寺で部員も時として心の落着きを失いがちであった。

こうした練習にも人数的に事欠く状態であったが、堀江I旅督のもとに昭和47年度の次の方flを決定
した。
１．昭和47年のメンバーの不足分は柔道部よりかりうける。
２．４回生の練習計画は従来通りとする。
３.１回生は彼等のペースにまかせて練習意欲の向上を待つ。
この決定を当時の４回生は理解してくれた。勿論部員の勧誘には務めたが効きめがなかった。
問題は、春に二部落ちはしたが、その後この３名のｌ回生を従来通りの方針で練習させていたら、

もしかすると秋には一部復州も可能ではなかったかという疑問である。だが、指導IIII(の決定はそうで
はなかった。昭和44年度以降既に転換期を目のあたりにしてｉ(操に肌られていた指導IIII1は、昭和47年
度のｌ回生より新たな分節をつけて関西大学の事情下のもとで新しい通を選ばねばならないと、決定
していたのである。
この当時、紛争の影響があって学年間に、物の考え方にｵdいて、かつてない程の大きな断層が見ら

れた。それを、４回生も理解して、いわば彼等の卒業後、その１回生が後を引きついでくれる事に託
したのである。４回生の決して近祝眼的ではなかった男気ある選択を誉めなければならない。
この決定に対しては、当の指導II'|iがもった唯一のもどかしさは、その４回生諸君に二部落ちの悲哀

をなめさせたことであった。が、次の年よりの新方ｆ|･のもとでの不死鳥の飛翔に望みを馳せたのであ
る、

〔２〕新 生

堀江前監將が、仕事のご都合で、川｛和47ｲ|§をもって退任された。その後任に私が推されて昭和48年
より朧督に就任した。
当Ⅱｆ、私は33才で、３３をもじって３＋３＝６、つまり「カブ」でいう６は勝負どころ。いささか不

真面目ではあるが、私の職業（母校の体育教員）の方もここらが勝負時とそろそろ観念をきめていた
時だけに、この大役を役者不足と知りつつｵdリ|きうけすることとなった。
紛争を契機に、新しい大学スポーツのあり方をいろいろ模索し始めた時であるので、レスリンク、に

ついても関大における学生スポーツとしての新境地の開打iが必要であるならば、その方向に進むこと
を前提にとりくむことになったのである。しかし、決心するまでには、堀江前監督、光冨元コーチ、
故村IUコーチに新方向を模索することを充分に相談した。「私なりのやり方で目鼻がつくまでやる’
ことを了解してもらい、それに勇気づけられて新出発となったのである。

昭和48年

春、和田、太田、ﾄ11部、平野の４名を送りだした。卒業式を終えた夕刻､４名と共に会食をして、前
途を祝福すると共に４年間の労を摘った。彼等は「最悪の条件下」（４年間紛争にふりまわされた)、
でのレスリング生活を通じて多くのことを学んだことであろう。紛争、部員激減、二部転落……。
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当時の和田主将は、「…･･部員減少のために、二部に'伝落してしまった。私が主将になった時に、
二部に落ちてしまい、伴先生始め、諸先丁ff方に対して申し訳なくて、泣けて泣けて、涙が止まらなか
った」と、その悔しさを印している。この悔しさを胸に秘めて彼等は関大を卒業して行ったのであ
る。会食の席、そこはスポーツマン、苦労の連続を社会で生かす、と胸を張ってくれた。
スポーツでの経験がこのように青年の心を捉えることも大切なことである。彼等に耐える心が培わ

れているならば、いかなる結果に終っても、それはやがて結実する。それを彼等におしえられて、４８
年度のプラン造りにかかった。
残るのは数名の部員である。３月初めに、この３名がそろって、ある学生団体の欧州セミナー旅行

に参加することになってでかけていった。後で解ったことであるが、それを機にそろって退部を計画
していたということであった｡２回生になり、伝統ある部を少人数で守る重圧に抗しきれなかったの
だと云う。責任感の強さが逆の形で表われてきたのである。
そうとは知らない私は、彼等３人の欧州旅行に|際して、外国旅行で何を学ぶか、どこどこの博物館

ではレスリンク、の彫刻を見なさい、などとアドバイスをしたものであった。同時に彼等が、この旅行
後レスリンク．離れするのではないかという感も働いていた。そこで、逆手にとって、旅行を有意義な
ものにしなさい、と彼等の胸中に飛び込んだのである。
とにかく、新出発と云っても、手がかりを失なうことだけはできなかった。彼等の旅行スケジュー

ルに合わせて、春の練習計画を練ることにした。彼等のｿ1}国を待って、旅行の成果を聞きだしながら
気'経に、春の練習を開始した。少人数（この３名と住本の計４名）の練習では効果もあがらないので
桃山学院大学の春季合宿練習に通いで参力Ⅱさせてもらうことにした。
さて、この練習の初ロ、我が関大の「虎の子レスラー」は１人をおいて姿を見せなかったのであ

る。新出発ということで、冷静かつ気長に構えていた私も、さすがにビックリしてしまった。その１
人に聞くと全員退部したいのだと云う。そこで、練習をきりあげ、その夜とりあえず「話しあう」約
束を電話連絡でとり、午後１１時過ぎまでかかってやっと彼等を説得した。その時、強調したことは、
「君達が新しいやり方で、新しい関大レスリング部を造るのだ.／」と云うことであった。私の主義と
して「学生を甘やかすような形」で無闇矢鱈に誉めちぎったり、あるいは手を取って喜こんだりする
ことはしなかったのであるが、この時は１人１人の手を強く握って、主将住本、副将片野の陣容で、
「一緒に頑張ろう」と願った。時代の変ったことをこの'|寺程痛感したことはない。既に昨年、堀江前
監督や関係者のもとに「新方向」の進むべきは決定していたが、真実これは「ゼロからの出発」が必
要であると思った。
春のリーグ戦は、「……二部では、名門、関学をトップ・に広島修道大、名城大に、新人の加入で補

強された名商大で優勝が争われるだろう。名門、関大は４名のレギュラーを送り、選手届の薄さより
今シーズンは大きな期待は持てない」と見られていた。これに対して、関大は「全員一団となって再
建のため頑張る。今リーク．職はベストをつくすと同||ｻに今後の足がかりのための船出と思う。一念発
起。」と私の胸中を秘めてl1i1iんだのである。結果は４位。Ⅱ１場するメンバーの不足分のｲ,'i成は、柔道
部と拳法部より調達したのであった。

「ゼロからの出発」である。過去のう．ライドが選手を縛るようでは閥る･選手に二部で初歩からレ
スリンク、を学ぶことを要求する。こうして、春の練習の苦い経験を参考にしながら、夏へ向けて合宿
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迄の練習を行なった。
頁の合宿は、チームワークと基礎体力を養成することに主眼をおいた。

今、一番印象に残っているものは、やはりこの夏の合宿であろう。
合術場所は神戸にある監督の家、練習賜所はその付近の山々、そして兵庫県でレスリング此’の高校の体育館、

練習相手はそこの高校生、しごく人は、我々の慌督、そこの高校のコーチ、そして関大のOB，練習のスケジュー
ルは朝のランニンク．と午後のスパーリンク．である。今、自分の書いている指が震えている。どうにも止まらない。
この夏の練習を思い出すだけでこういう現象が起こるのである。とにかくあの高校のコーチの顔を思し､出すだけで
身の毛がよだっ。部員全員がそういう状態に陥ることは火を見るより明らかだ。

しかし、どうしてこんな場所で、合宿をしなければならなかったか。この原因の一つには４回生がいないという
ことで、今一つクラブのまとまりを欠いていること。そして第２に、合宿場の近くに、マットすなわち体育館が必
要であること等である。まったく因果なクラブである。
合術に入る前は、高校生が相手なら、というので比較的気が軽かったが、これがそもそもの誤まりで、あの高校

生の強かったこと。（|皇|分達が弱すぎたのか？）それはまだ良いとしても、あのコーチはまさしく鬼であった。い
や、むしろ、あの恐しさは表現不可能というべきであろう。五体満足な者も日墹しに減り、ついには失脱する者も
｜Ｈる始末。ただ１つ、我々に光を与えてくれたものがある。それは後半から食事を手伝いに来てくれたマネージャ
ー（女性）の存在であった。（焼け石に水という声もあったが。〕
しかし今考えるに、それが厳しいほど、猟事終えた時のｲI|服感、充実感というものは強くなり、自分に|fl信がつ

くように思われる。これはやはりやり遂げない者にとっては絶対、わからないｿ手であり、それゆえ非常に貴重な経
験だと思う。しかしこの次の合宿を考える時、心が暗くなるのは、どういうわけだろうか。（関大体育会誌）

この頁の合宿の成果は、秋のリーグの峨果としてはまだ表われなかった（秋季二部４位）が、少数

ではあるがそれらの部員のレスリンク、にとりくむ気椛えがすこしずつ上向いていくのが、（秋迄に主

将がⅡ野に変るということがあったが）、手にとるようにわかった。
この年が終る頃の部員の意,波は次のようにl,' i lまりつつあった。これは当ll＃の部員の記したものであ

Ｑｏ

レスリンク．というスポーツは、まだまだ大衆に111解されていない|(liが多くある。
そこに我々の苦悩の諸原因があるのだが、学生1I11においてでさえマスメディアによる曲解したl占l定概念が、根深

く浸透している。
体育会全休の後退現象の最中にあって、この瓜洲だけが、我レスリンク部の部員減少に起因しているのではない

ということが、理解しえるであろう。
今後こういう要因に対して、いかに対処するかがクラブ||j典のカギとなる。
それゆえ、レスリンク．というものが、いかに我々にとって身近であり、やりやすいスポーツであるかを述べなけ

ればならない。
レスリンク．というものは決して野蛮なものではなく、他の絡闘技よりはるかに危険性が少なく、理論的且つ思案

を要するものであることは、明らかである。
又、レスリンク．は体重によってクラスが分けられているので、その点においても万人向きである。その'三身体に

おける筋肉作用を、すべて必要とするので、成長過程にある我々にとってこれ以上のものはないであろう。
そして、自分の体をよく知り、それに合った技を研究し、身につけるという思考を繰り返すことによって、肉体

的のみならず、精神的にも学ぶところが多くある。相手に勝てる技というものは決して、不特定要因による偶発的
なものではないからである。

レスリンク．をやっている者にとって最も緊張する時というのは、やはりマットの'二に対戦者と並んで立った時で
ある。
特にこれがリーク・戦ともなると、この緊張度は想像を絶する。とにかく自分の味方は自分自身だけである。しか

しいったん試合が始まると、不思議と消える。まさに無我の境地である。そして自分の得意技が、かかった時、又
それ以上に相手をフォールしたときの雌1,ﾘl味は何にも例えられないものである。（関大体育会誌）
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この春、′臼内他数名のｌ回生が入部したが、残ったのは宮内だけであった。夏休みあけの９月に岩
ｲﾐ、奥井の２名が入部し、ｌ回生は計３名である。

昭和49年

私が監督に就任して最大の難関を昨年切りぬけて、ひとつの'三|安がたった。この年の最大の目標は、
部員の獲得である。関大体育会が発行した新入生むけのPRニュースで、「御入学おめでとうござい
ます。関西大学体育会は傘下に45のクラブを有しており、全クラブ共、諸君と共に『より高い人間形
成」を目指す為に只今新入部員を大募集致してｵ｡ります。」と募集キャンペーンを行なった。それに
は、「レスリンク．部」は次のように呼びかけている。

レスリンク･はその1起源をたどって見ても叉現代においても蚊も地味でゴマカシのきかないスポーツの１つです。
だからこそ古代ギリシャ時代より人々は身心を鍛える助としてレスリンク・を愛して米たのです。こうした弛まない
努力のみが開花する場で自分を見つけてゆく塀は、我々学生にとって本当に大切なことではないでしょうか。
３０年の雁史を有し、過去には世界的・日本的名選手を柵||せしめた我部も、現在は地味でゴマカシのきかないス

ポーツを敬遠するという近年の風測を反映して、部員の激減を来たし、その為西日本リーク霧の二部校に甘んじてお
ります。しかしこれが真の婆ではなく、この過渡期に、しっかりした土台作りをと迩進しております。
我々は自信があります。なぜなら、未経験者が大学より始めても、まじめにコツコツ努力すれば必ず大成するこ

とを過去の事例に見て来ているからです。しかし君達の力が必要です。レスリンク．は48キロ級から１００キロ以上級
迄10階級のウエイト制です。体格の大小を問いません。体力作りに参加したい人も歓迎します。練習は第２体育室
で行なっていますのでぜひ参加して下さい。学業と両立させ、｜全l己を地道に鍛えたい入来たれ.ノ

春のリーク．戦は、片野主将、飯田副将、岡田主務のもとに「少人数ながら抜||､#のチームワークで全
力を尽くす」との抱負通り、二部の２位へと上昇したのである。

リーグ戦をおえる頃迄には、’回生も南口、大西（『1人）、大西（戊人）、岡川(とｲ]望新人が集ま
っていた。そろそろ部員も自覚ができつつあったこの肌のことを次のように記してある。

今年のレスリンク．部の椚勅を顧みて、印象深い事であり、また一番残念であったことは、何といっても春季リー
ク職での、対関学戦であろう。一部校近大がリーグ失格、二部催勝佼が|当l動的に一部外緒となるチャンスがあっ
た。我々にとって願ってもない条件であったと同様、宿敵関学にとっても最高の条件であった。そのような中で、
リーク．戦初日に優勝争いの関々戦が始まった。この｣〃をかりてリーク°'|災の試合方法を述べさせてもらう。ｌチーム
は９名で、その内訳は52的級１名、５７hg級２名、６２的級２名、６８h9級２名、７４h9級１名、７４的以上級１名である。
試合はどの級から始まるかは決まっていない。くじびきで試合前に順訴を決める。宿敵間学は52的級を先取し、５７
虎9級の１人を勝ち得た。我々も、６２的級主将と、６８hg級の馬力ある２回生が勝った。スコアは２対２．白熱した試
合展開、応援も必死である。続いて、我々は74hg以上級が勝ち、３対２の逆転である。我々にとっての心配は、６２
胸級の２回生と57的級の副将の２名が負傷をした串:である。まことに無念であるが、６２/39級を落とし、統いて期待
のｌ回生を登場させたが、相手のベテラン選手には歯がたたず、２Rのフォール負けをした。スコアは４対３、も
うあと２人しか残っていない。我々はどちらも負ける事はできない。次に我々はテクニックとスピードでは関大一
希の副将をマットに送り込んだ。負傷にもめげず、lR，２Rとポイントはリードしている。もちろん正選手も補
欠も、部且一同声をからしての応援である。が、どうした出:か、３RﾎⅡ手の必殺技によってニアフォールから逆転
負け。９人!|'５人を失って我々は負けてしまった。リーク．戦は対関学戦の１敗だけで２位に終った。
残念であったし、くやしかった。しかし、試合で負けたこと、試合で悪かったところを反省し、それを将米にプ

ラスしていくところが関大レスリンク．部の良さである。リーグ戦の痛下であった52如級に柔道の経験者である素質
十分な新人２名が登録された。彼らの入部によりｌ回生も５名になった。また彼らの入部により経越級のスパーリ
ング強化にもなった。（|州大体育会誌）
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部貝が１０名程になったこの夏は、桃山学院大学ならびに広島修道大学と合|Ｆ１合宿を広島で行なった。
この頃には、「新らしく出発する」といった堅苦しさはなく、むしろ一歩一歩つみあげるIJ１るさがみ
なぎりだしていた。

…･･そして新入部員の墹えたところで、夏期合宿にはいった。今年は一部校との合柑、基礎トレーニンク’が朝２
時間半、スパーリンク・が昼から４時間という激しい内容である。この苦しい１週間を、我々は煩張り抜いたのだ。
中でも、スポーツ経験のない者を含む１回生が一番元気よく頑張り通した事は、賞讃に1lliする。合宿中にｌ回生は
「単に強くなるのではなく、試合の時にマットの上の相手に恐がられる選手になりたい。」と語ってくれた。そし
て最近では、d@WHATISTHEWRESTLING?''から@UTHISISTHEWRESTLING.''になってきた。これらの
活動を通じて、有望な新人を獲得でき、充実した練習ができる様になった事は、一部復帰を目指しての戦艦「関大
レスリング丸」の出航である。（関大体育会誌〕

頁が終って、片野が来年度イギリスへ留学するということで主将を辞退した。かわって飯田が主将、
副将に宮内がそれぞれ後を引きうけることになった。
秋季リーク・戦は、この春のリーグ戦のメンバー交換に出席しなかった近畿大学が自動的に二部転落

したため、二部リーグに出場した。当時、近大は一部にｵdいて優勝をｊ||,えるメンバーをそろえていた
ので断然強く全勝で優勝した。また、春二部リーグの名城大学も共に''1メンバー交換に出席せずに|動
的に出場停Iことなっていたが、最強メンバーをそろえていただけに、秋のリーク，戦ではやはり強かっ
た。これらに後塵を拝して関西大学は３位に終ったのである。しかし、昨年米、最も手ごたえのあっ
たリーグ戦で、この頃より二部優勝を密かに狙いだしたのである。

昭和50年

やっと|Ｎｉ容も落着いて、主将飯田、副将宮内、主務岡田と昨年の後半よりもちこしで、この年は群
を開けた。この春、片野がぬけてI軽量級に穴があいたが、「若手のチームであるが、２回生ががんば

れば催勝も可能なチームである｡」の評判通り、中．重量級が活雌して全勝して二部初優勝をli{|jった○

入替戦には!W'iしくも中京大学に６対３で敗れたが、「力」のついてきたことがILI信に結びついてきた。
同時に反省点を部只が自覚するようにさえ成長した。

木ｲF度の我部の活動を顧みると、色々と姫しい事もあるし、また、多くの反省点も見つけられる。まず、姑:しい
事は何といっても部員の充実である。ここ数年、我部は部員不足に悩まされ、ひいては峨力不足として、リーク・戦
等において、苦しい戦いを強いられてきた。しかし、本年度は久しぶりに部員数が10名を越え、全学年共、欠ける
事なく部員が存在するという、大変雌しい年になった。やはり、部員数が増すと、自然と練習にも力が入り、活気
のあるトレーニンク・やスパーリンク．が、行えるようになった事は、この上ない喜びである。かつては、西日本学生
レスリンク奪の王者として、華々しくその名を撒かせた我部も、３年前、突如として二部落ちという悲しい現実にプ
チ当り、以後、低迷を続けていた。過去の戦歴が輝かしいだけに、このまま我部を衰退させてしまう事が残念でな
らないと思ったのは、私だけではあるまい。我部の大光輩であり、且つ現在、監督をなさっておられる作先生が、
そうである様に、部員全員が、何とかしなければと思っていたに違いない。そして、そういう信念が実ってか、二
部落ち以来、ちょうど３年目の者のリーク’戦には、かつてない部員数で戦いに望む事が川来たのである。しかしな
がら、実はそのリーク・戦も、せっかく̅ﾄ級生祁貝が充火しながら、肝心の４回生が、手首骨折で川場不!'j.能になっ
たり、あるいは、学述関係のｲl事で練習不足となったりして、戦力としては決して最尚の状態ではなかったのであ
る。ところが、やはり部員の充実とは、すばらしいもので、いざ戦いが始まってみると、我部は白星街道をつっ走
り、リーク・戦終了ll#には、優勝という二文字が、我部の上に輝いていたのである｡我部の低迷時において、まず当
面の'三|標であった「二部優勝」という事が、これほど早く、しかも私の在学中に果たせるとは、正直言って、予想
していなかった。それだけに、感激もひとしおである。しかも、私が雄しかったのは、そういう下級生部員には、
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高校時代レスリンク・経験者が、１人もいないという事である。彼等はみんな、大学に入ってから始めた者ばかりで
ある。その彼等が努力して、勝ち取った栄迂であるだけに、私は意義深いものであると思うのである。しかし、我
部には大きな反省点も存(fする事も忘れてはならない。まず、この程度の事で満足してはいけないのである。この
「二部初優勝」という事が、少なからず部員の気をゆるませた事を、認めざるを得ない。その結果が、やはり、そ
の後の練習の雰ﾘ|ｲ気にも表われ、ひいては、合宿も当初の予定通り運ばないという111態を州いてしまったのであ
る。これは大いに反省しなければなならい点である。「二部侭勝」は、あくまでも我々の目標のワンステップにす
ぎない。西日本の王者に返り咲く為に通る最初の駅にすぎないのである。目的の終着駅は、まだまだ先である。こ
こで気をゆるめて機関車をストップ．させたのでは、今までに通過した駅は全く無意味となるだろう。新関大号は今、
大きな汽笛と共に走り始めたばかりである。そして、必ず終着駅まで、息切れする事なく走り抜いてくれる事と私
は信じる。数年ぶりに、関西の新人チャンピオンを糺生させ、学生逸手権において、メダリストを出した、我レス
リンク・部であるのだから．…･･。尽き果てることなく、不死鳥の様に|lj:び、華々しく群い上がるはずである。（関大
体育会誌）

秋には、再び二部優勝を６戦全勝で成し、入替戦においても中京大学をｌ点差で降し、昭和47年以
米念願の一部復州,)を果すことができた。しかし、私の胸中では、この入替戦でむしろ「敗れて」、二
部でもう数シーズン実力を蓄える方が将来的に一部での安定性を確保できると予見していたのである。
この胸中は、押立理事長にも密かに明かしていた。だが、実力では数段まさる中京大学が負傷者を続
出させて、勝利の女神は我方に味方していた。
この春、新人には片岡、西川、宮田等の重量級が入部し順調に実力をつけていった。この年より個

人戦にｵdいても活躍するようになり、西|]本学生選手権大会には久方ぶりにク’レコの68キロ級で岩本
が３位に入賞した。また西日本学生新人選手権大会では、フリーの48キロ級で大西司人がこれまた久
々に新人王に輝いた。

昭和51年

３月、西日本学生レスリンク，述盟は連服行事として対カナダとの交流を始めた。この年関大の宮内
（74キロ級）と宮田（82キロ級）の２選手がこの遠征代表に参加した。これも久方振りの海外遠征代

表選手の出現である。部員に励みと目標を身近かに感じさせる良い刺激となった。
この春のリーグ戦より階級制が48キロ１名、５２キロ１名、５７キロ１名、６２キロ２名、６８キロ１名、

74キロ１名、８２キロ１名、十82キロ１名の９階級に変更することとなった。
この春は、宮|U主将、奥井副将、岩本主務のもとに一部で実力をためすことと、｜̅チームワークを

武器に一部上位を目指す」ことを目標にリーク‘職に臨んだ。結果は、柵岡大②-２関大、大体大⑧-
１関大、近大⑦-２関大、同大⑨-０関大、桃ILI大⑥-３関大と全敗で肢下位となったが、少数の選
手は一部においても既に実力が接近していることが解った。紬く入替戦に才dいては伐念ながら、関学
にｌ点差に敗れてまたもや二部へ逆もどりということになった。中量級に選手を欠いていたのが命と
りであった。
だが、こうして本当の一部の力を身につけて行くことができると、ある意味でそう落胆せずにいら

れた。
秋再び二部で６戦全勝の優勝、入替戦は桃山学院大学に６対３で敗れはしたが地力はついてきた。

この壁をのりこえてこそリーク．戦での安定性が少しづつ培かわれるのである。
入替戦に敗れたとは云え、当日応援に来てくださったOB諸氏が、二部優勝の祝賀会を催してくれ
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た。ここに関西大学レスリングのよき伝統とOB諸氏の暖かい援助を感じ、部員は決意を新たにした
のである。

この年、四体でク．レコの48キロ級に人ﾘﾘﾛ1人が第３位に入賞した。これは、「コヅコツやれば、必
ず開花する.ﾉ」との自信を部員達にもたらした。また、当の本人がより目ｲI;を深めたことであろう。
これこそかっての関大の底力であったのである。西日本学生新人選手権大会には、グレコで74キロ級
の西川が新人王に、また82キロ級のフリーでは宮田が新人王になるなど着々と成果が表われてきてい
る。

〔３〕終 章

昭ﾎI150年の秋季リーグ戦第２日目、村lllコーチが体の不調を押して応援にきてくれた。この時肌に
二部リーク．の優勝の目途はついていた。体調が悪いということでしばらく顔を見せなかった彼をまじ
えて、その'|の試合が終って堀江前監督、光|,i元コーチ、膝Ⅱ|コーチ、l"IWコーチ、それに私と５名
で会食をした。
話は、どん底からのもりあがりをお互いに祝うことにつきた。このllｷ、彼は排服に障害があるので

水分はあまりとらないのだと云っていたが、関大レスリンク・部がどうにか見られる形になったことを
祝して乾杯をしようと云うことで、１杯だけ皆と祝したのである。翌日、関大が二部で侭勝し、その
祝賀会を有志の０店で開いたが、それにも彼は体の不調で出席できなかった。

それから数日して、彼は半年程の長い闘病生活に入ったのである。その間のごITIj親のなみなみなら
ぬご看病も空しく、昭和51年５月６日午後３時過ぎに彼は永眠した。若泄33才であった。寝|1|1'には
「レスリングの本」が入れられた。
どん底からの出発に際して、彼の私に対する励ましの言葉が大きな支えであっただけに、大変なシ

ョックであった。彼の我部に対する貢献の大なるを記してご其福をお祈りする。
さて、私が儲督になったころから高度成長期の一種独特の「うかれた風潮」は、「石汕ショック」

を締て少しはIWめつつあったが、まだili年の心は不安定であった。その頃の学生気質を次のようにl,','i
写したことがある。

現代の学生を見ていると、「あれもしたい、これもしたい」という対象が多すぎて、一見茨ましく思うこともあ
る。しかし、実を云え-ば、賢明に選択しきれずにいる彼等を見て|司情している次第である‘何か目新しいことをす
るために、現在行っていることを簡単にやめてしまう八方美人が大勢いる。当世風というのか、それもあまりにも
諦めがよいのに戸惑ってしまう。聞けば、それ相当の理由もちゃんと用意している。そういう学生をよく槻壊して
いると、充分な計画と決意（？〕をしていた笛なのに、またもや簡単に訣別するのである。

こうした学生がレスリンクゞ部の門をたたき、幾人かが去って行った。残った学生は一見平凡には見
えはしたが、彼等が卒業する時は「自分」をもって社会に出て行った。
競近やっと世の中が落着いてきたようだ。学生は何か「しっかりしたもの」を身につけたいと服っ

ている。そうした'ｲｾ気がレスリンク．部の部員を見ていると伝わってくる。やっと我部も「自発｣llli」が
でてきた。これより再び不死,烏の飛翔が「真理の討究、学の実化」を求めて続くであろう。
最後に先哉諸氏からうけた数ある薫陶の一端をのべて|̅関大レスリンク．部」の発朕の淵II:としたい。
私が１l!'1/この時、枚安川先爺が練習にこられた。新人を集めて「心の持ち方」について、ご本人の
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経験談を話してくれた。「昭和25年の春のリーグ戦、鎖骨''４'折をおして試合に出場し、関大を優勝に
導いた。気力があればできる。」後に、東京五'|nで市口先71Aは、足首の捻榔を克服して催勝した。メ
キシコ五'陥ではフリーのパンタム級で上武逃手が肩の脱臼にもめげず優勝をものにした。私LI身につ
いて云えば右膝の内側靱帯と十字靱帯の一部を、昭和37年の国体の練習時に切断した。競技生活にお
いて致命傷であったが、「気力があればできる」ことに勇を鼓解されてどうにか今日までレスリング
に桃わることができた。

「コップ｡l杯の水の味」を説いたのは西脇先皷であった。当時、彼は我々のコーチで、「コップ１
杯の水の味はいろいろに変る。普段のむ水、試合に勝って喉を癒やす水、減量中の水……。それぞれ
の価値がある。たかがコップ'１杯の水に。」とレスリンク・を通して真理を探求する努力の貴重さを教
えてくれた。「内なる探求」、ここにはビートにのっておどりだすような変化と手軽なおもしろ味は
ないが、学生の求めるべき姿がある。

２回生の時はローマ五I附の年であった。雌終予選に市口先並が出場して優勝し代表となった。予選
は５日間にわたる試合であったことと、代表を仁i指す緊張が普段は減|匙に苦しむ彼に、逆に57キロを
容易に緋持ささしめていた。私は彼の応援と世話をかねてただ１人随行していた。ある日、疲れを俺
やそうということで「甘いもの」をとることにした。それはかなり厚手のゴム風船玉に入ったゴルフ
玉く・らいの水ようかんであった。これを２人でいくつかたいらげたのである。ひとつ、ふたつと食べ
るうちに、彼はテーブルの上の「爪楊枝」でゴム風船玉をつついて簡単に中身をとりだす方法を発見
した。それまでは２人してゴム風船の口のところを堅く結んだゴム紐を丁寧にほどいて、中身をとり
だし食べていたのである。この何んの変哲もない発見に類する彼の研究熱心さと着眼点のすばらしさ
が、後に彼をオリンピックのゴールドメタ．リストにしたのだと、いまもって思っている。身近かなと
ころに、いくらでも真剣にとりくむべき材料はころがっている。チョットの地いが大きな結果を生
む、これを彼は教えてくれた。
指導者の立場に立ってその責任の大きさを教えてくれたのが#'１立光錐である。彼が西日本学生レス

リンク・連盟の理事長になって以来のご指導には、どれひとつとってみても敬服せずにいられない。そ
こにはレスリンク･を愛する真製な姿と、指導者としての責任の亜大さをいかに果すかということなど、

その手本を見せてくれている。
コツコツと地味ではあるが、「誠実」が指導者にとって貴重であると教えてくれたのは佐々木先飛

である。指導者はまわりの雑音にふりまわされるようではいけない。確固たる朕望のもとに一歩一歩
すすむべきである。これを身をもって教えてくれた。彼は、昭和52年大阪体育協会よりその指導者た
るを、功労賞を贈られて表彰された。
まだまだ多くの薫陶をうけている。こうした経験が|̅青年」を大きく育てていくのである。大学ス

ポーツはこうあるべきであると昨今とみにそう思う。インフォーマルな教育の場、しかもスポーツを
通じて、これは日本の学生スポーツの一大特色なのである。こうした場をレスリンク・を通じて雌成し
たい。
先甜諸氏におかれましては今後とも後哉の人生の教illljたらんことをおMIIい申しあげます。関大で給

与をいただいている立場からいうと、そうした「伝統｜が関西大学を育てはぐくむ大きな要素をしめ
ているのではないかと一人納得している次第である。
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これから関西大学レスリング部の門をたたく後誰諸君.′君達の身近かに、「マット」の上に、諸君
の「青春の道場」がある。そこに「つかむべきもの」がある……。
末兼ながら関大レスリングに携わってこられた歴代部長ならびに監督・コーチの諸先輩、また関係

者の皆様に最大の敬意と感謝の意を表します。また、この「分担」の執筆を、故人になられた関係者
諸氏に捧げてご冥福をお祈り致します。併せて部の発展に未熟ながら尽くすことを申しそえて終章の
結びとします。

関西大学レスリンク・部監督
西日本学生レスリング連盟副理事長
全日本学生レスリンク連盟常任理事
(財)[1本アマチュアレスリンク、協会理事
F . I . L ､Ａ国際特級審判員
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